
 

競輪公益資金による補助事業完了のお知らせ 

 

～特殊浴槽設備が新しくなりました～ 

１ 補助事業の概要 

【事業の目的】 

①   特殊浴槽の老朽化が顕著なため、入浴装置を新しくしたい。 

②   利用者の身体状況に合わせた入浴サービスを提供したいので、浴槽の種類を増やしたい。 

③   職員が中腰姿勢で行っていた入浴介助業務が改善され負担を軽減しつつ腰痛予防を行ってい

きたい。 

 

（実施内容） 

平成２７年度競輪公益資金福祉機器の整備補助を受けて下記の事業を完了いたしました。新しい特殊

浴槽導入により、入浴を利用されるすべての方がより快適に、より安全に入浴できるようになりました。 

 

事 業 名    平成２７年度福祉機器の整備 補助事業 

補 助 内 容    特殊浴槽の整備 

事業費総額     ８，７４８，０００円 

補 助 金 額     ６，５６１，０００円 

完了年月日    平成２７年９月３０日 

 

 

 

    

 

      

 

 

 

 

 

寝位入浴装置（マリンコート） 

清楽苑玄関表示 

 

ありがとうございました 

ストレッチャー（電動昇降式） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 27年 9月 30日清楽苑に新しいお風呂がやってきました。寝たきりの方も入れるお風呂と座

った状態で入れるお風呂２種類です。 

お風呂が変わり、利用者の皆様の身体の状態にあったお風呂に入ることができますので、より快適

な入浴時間となっています。 

また、２種類の特浴装置を同時に使用することによって入浴業務の効率改善が図られ時間的な

余裕もできるので、今後ご利用者との余暇活動を充実していきたいと考えています。 

 

新入浴槽設備は 公益財団法人 JKA 様の助成により導入することができました。ありがとうござい

ました。 

座位入浴装置（アビット） 

 

可動式入浴台（←アビット）に入浴する

ときに使います。 


